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 お忙 し い中ご 出 席をい た だきま し て，誠 に ありが と うございま

す。定刻となりましたので，只今から，「第２回宇都宮市まちづく

り交付金評価委員会」を開会いたします。  

 はじ め に，前 回 もご確 認 いただ き ました が ，この 審 議会は「附

属機関 の 会議の 公 開に関 す る要領 」 により ， 原則公 開 となってお

ります。  

開会に 先 立ちま し て，本 日 の会議 資 料につ い て確認 さ せていた

だきます。  

本日配布いたしました資料は，  

・  第２回宇都宮市まちづくり交付金評価委員会次第  

・  第１回宇都宮市まちづくり交付金評価委員会議事録  

となります。  

以上不足しているものがありましたら，お知らせください。  

なお，前回の委員会でいただきましたご意見・ご質問を踏まえ，

事前に お 届けし た 資料を 修 正し， 本 日差し 替 えをさ せ ていただき

ました。  

また， 前 回の委 員 会の議 事 録を作 成 いたし ま したの で ，みなさ

まに内容のご確認をいただき，ご意見等がございましたら，後日，

事務局までご連絡をいただきたいと思います。  

よろしいでしょうか。  

それでは，山島委員長，よろしくお願いいたします。   

 

それでは ，会議を 始めたい と思いま す。先ず ，事務局 から本会

議の成立についてご報告をお願いいたします。  

 

本日の 会 議でご ざ います が ，６名 の 委員の 方 にご出 席 をいただ

いてお り ます。 前 回同様 ， 当委員 会 設置要 綱 第８条 に 基づきまし

て，会 議 成立要 件 を満た し ており ま すので ， 会議の 成 立をご報告

いたします。  

 

本会は成 立してお りますの で「議事 」に入ら せていた だきます

が，毎 回 の議事 で 議事録 署 名委員 を 指名し な ければ い けないとい

うこと で ，今回 は 野澤委 員 と和田 委 員にお 願 いいた し ます。よろ

しくお願いします。  

 

それでは議事に入らせていただきます。  

本日の議題は，先週現地を見ました宇都宮駅周辺地区について，

前回から引き続いて審議するものであります。  

内容と し ては二 つ ありま し て宇都 宮 駅周辺 地 区のま ち づくり の

経緯と い うこと と 今後の ま ちづく り の方策 で す。二 つ のことを議

論する こ とにな っ ていま す が，先 ず 最初に ま ちづく り の経緯につ

いて議 論 してい た だいて ， その後 ま ちづく り の方策 に ついて議論

を進めていきたいと考えております。  

それでは先ず「宇都宮駅周辺地区のまちづくりの経緯について」

事務局からご説明をお願いします。  

 
事務局の地域政策室の飯塚でございます。  
第１回に引き続き，本日もよろしくお願いいたします。  
報告に先立ちまして，前回，三橋委員よりご質問がありました

関連事 業 という こ とで宇 都 宮水戸 線 「簗瀬 立 体整備 事 業」という
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ものがございましたのでご説明させていただきます。  
 簗瀬 立 体とい う ことで 皆 様ご存 知 のよう に 水戸街 道 と白沢街道

との交 差 点がご ざ いまし て ，そこ の クラン ク を解消 す る工事を既

に行っておりまして一部車線が拡幅されております。  
簗瀬アンダーという JR との交差部の４車線への拡幅工事でご

ざいま す が，現 在 ，拡幅 に 向けま し て地権 者 の方と 移 転交渉の最

中であり，平成 28 年度まで期間を延伸しまして，拡幅，改良を行

うという事業でございます。   
引き続 き 本日差 し 替えさ せ ていた だ いた資 料 につい て ご説明 さ

せていただきます。  
第１回 評 価委員 会 でいた だ いた意 見 を基に 事 後評価 シ ート原 案

の様式 ２ －２に お けるま ち の課題 の 変化と 今 後のま ち づくりの方

策について，一部見直しを行ったものでございます。  
また， 第 １回評 価 委員会 に て質問 が ありま し た若年 夫 婦世帯 家

賃補助 に つきま し てはパ ン フレッ ト をお配 り させて い ただいてお

ります。  
 それ で は説明 に 移りま す 。お配 り した資 料 の事後 評 価シート原

案の内 容 をパワ ー ポイン ト で分か り やすく し ており ま すので，前

の画面をご覧いただきたいと思います。  

議事１の地区のまちづくりの経緯でございます。  

第１回 評 価委員 会 につき ま しては 都 市再生 整 備計画 に 基づく ，

地区の 事 業概要 を ご説明 さ せてい た だきま し たので ， 第２回につ

きまし て は，こ れ までの 当 地区の ま ちづく り の経緯 と いたしまし

て，「都市再生整備計画」の変更の経緯を報告させていただきます。

 報告 に あたり ま しては ， これま で に当地 区 は３回 の 変更を行っ

ております。  

事業規 模 ・内容 が 大きか っ た事業 の 追加に 関 わる変 更 と事業 期

間中に 様 々な要 因 により 削 除した 事 業を中 心 に報告 さ せていただ

きます。  

 まず ， 当地区 の 当初計 画 につい て は平成 １ ８年３ 月 でございま

す。  

道路事 業 で宇都 宮 駅西口 広 場など ， また， 地 域生活 基 盤施設 で

（仮称 ） 交流広 場 等の整 備 など， 高 質空間 形 成施設 で 宇都宮駅東

口駅前 広 場など ， 高次都 市 施設で （ 仮称） 広 域交流 プ ラザなど，

地域創 造 支援事 業 では， 中 心市街 地 の活性 化 として 中 心商業地出

店等促進事業などがございました。  

これらを計画に位置付け，国の採択を受けたところであります。

第１回 の 変更は 平 成１８ 年 １１月 に 実施い た しまし て ，この 変

更では ， 高次都 市 施設で あ ります 今 泉地域 コ ミュニ テ ィセンター

につい て ，整備 内 容や建 設 用地に つ いて， 関 係機関 や 地元との調

整が整 っ たこと か ら，新 た に事業 に 追加し た もので す 。また，平

成１９ 年 度の実 施 を予定 し ていた 駅 東駅前 広 場や自 転 車歩行者専

用 道 路 の 一 部 工 事 な ど を 平 成 １ ８ 年 に 前 倒 し て 実 施 い た し ま し

た。  

第１回 目 の変更 に おきま し て，目 標 や指標 等 につい て は，変 更

してお り ません が ，第３ 回 目の変 更 にて， 目 標を定 量 化する指標

に今泉 地 域コミ ュ ニティ セ ンター の 年間利 用 回数を 追 加しており

ます。 こ ちらに つ きまし て は，後 ほ ど第３ 回 変更の 中 で説明いた

します。  

 第２回変更は平成１９年８月に実施いたしました。  
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 この 変 更では ， 旧河内 ， 旧上河 内 の編入 に 伴う人 口 増加から，

まちづ く りの小 目 標であ り ました 「 ４５万 市 民や来 街 者が集い賑

わう交流拠点の形成」を「５０万市民」として変更いたしました。

 また ， 道路事 業 として 市 道９２ ９ 号線， 市 道１５ ２ ５号線，地

域生活 基 盤施設 と して駅 東 口の自 転 車駐車 場 ，地域 創 造支援事業

として 防 犯対策 事 業によ る 防犯カ メ ラの設 置 を新た に 事業に追加

すると と もに， 事 業費の 精 査や各 事 業の実 施 期間等 の 変更を行い

ました。  

この変更における事業の追加につきましては，「北関東最大のタ

ーミナ ル 駅に相 応 しい交 通 結節機 能 の強化 」 等の目 標 に関連しま

したが ， 目標， 指 標，数 値 目標は 変 更の必 要 がない と 判断いたし

まして据え置いております。  

現在の 最 新計画 で ありま す 第３回 変 更を平 成 ２１年 １ １月に 実

施しております。  

この変 更 につき ま しては ， 平成２ １ 年８月 に 実施い た しまし た

モニタリングに基づき，目標，指標を変更しております。  

なお， モ ニタリ ン グにつ き まして は ，平成 ２ １年５ 月 に駅東 口

地区に お ける拠 点 施設の 整 備主体 で ありま す 民間事 業 者の辞退に

よりま し て，当 初 設定し た 目標や 指 標に大 き く影響 す る事業であ

る高次 都 市施設 と しての （ 仮称） 広 域交流 プ ラザな ど の計画期間

内の整 備 が困難 と いうこ と で，当 初 設定し た 目標や 指 標の変更を

行ったものです。  

詳細に つ きまし て は，こ の 後「実 施 過程の 評 価」の 中 でご報 告

いたします。   

 まち づ くり目 標 の変更 に つきま し ては， 先 ず，大 目 標の「北関

東をリ ー ドする ひ と・も の ・情報 ・ 文化の 交 流する ゲ ートシティ

の形成」「県都・宇都宮の玄関口として，ひと・もの・情報・文化

が活発 に 交流し ， 北関東 ， さらに は 全国に 発 信する 都 市拠点を形

成する。」 につきま して，（仮 称）産業 観光情報 プラザの 整備 を 含

む拠点 施 設の整 備 が困難 と いうこ と で変更 し たとこ ろ でございま

す。  

 小目 標 につき ま しても 同 様に， 拠 点施設 の 整備に よ る交流拠点

の形成 や 都市機 能 の集積 が 困難と な りまし た ことか ら ，２つ目の

小目標 で ある「 ５ ０万市 民 や来街 者 が集い ， 賑わう 交 流拠点の形

成」を 「 地域の 魅 力を向 上 し，ひ と ・もの ・ 文化が 活 発に交流す

るまち づ くり」 に 変更し た ほか， ３ つ目の 小 目標の 「 北関東をリ

ードす る 新たな 拠 点に相 応 しい都 市 機能の 集 積」を 「 すべての人

にやさしく安全で安心なまちづくり」に変更いたしました。  

目標を 定 量化す る 指標の 変 更につ き まして は ，先ず 「 宇都宮 駅

乗降客数」につきまして説明いたします。  

宇都宮 駅 東口地 区 整備に 伴 う開発 交 通量を 踏 まえま し て，当 初

目標を ７ ４，０ ０ ０人と し ており ま したが ， 来街者 の 増加が見込

めなくなったことから，７２，０００人に下方修正しております。

 なお，「（仮称）交 流広場イ ベント開 催回数」 や「コン ベン シ ョ

ン施設 利 用満足 度 」につ き まして は ，施設 整 備が困 難 なことから

削除い た しまし た 。そこ で ，賑わ い の創出 や 地域交 流 の促進を表

す 別 の 指 標 と し て ，「 今 泉 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 年 間 利 用 回

数」を新たに追加いたしました。  

 なお ， 交通結 節 点の強 化 を説明 す る指標 で ある目 標 及び指標の

変更以 外 の内容 と して， 事 業の追 加 ・削除 ， 事業費 の 精査を行っ
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ております。  

 事業 の 追加に つ きまし て は，自 転 車駐車 場 利用者 の 利便性向上

のため ， 地域生 活 基盤施 設 として 「 宇都宮 駅 東口自 転 車駐車場の

屋根設 置 」を追 加 しまし た ほか， 東 西通路 （ 線路部 ） 改築工事の

ため， 駅 前広場 内 の一部 を 作業ス ペ ースと し て利用 し ていた箇所

の歩道舗装工事を追加しております。  

 事業 の 削除に つ きまし て は，地 域 生活基 盤 施設の （ 仮称）交流

広場等 整 備事業 に 位置づ け た交流 広 場整備 や 高次都 市 施設の（仮

称）広域交流プラザ，東西歩行者デッキなどでございます。  

 また ， 地域生 活 基盤施 設 の公共 サ イン３ 基 と南北 歩 行者デッキ

に設置 予 定であ り ました 歩 行者支 援 施設で あ るエレ ベ ーター２基

を削除しております。  

 また ， 地域創 造 支援事 業 の中心 商 店街の 活 性化と し て中心商業

地出店 等 促進事 業 におき ま しては ， 対象エ リ ア内で の 利用者がな

かった ほ か，今 後 の利用 が 見込め な いと判 断 いたし ま して削除し

ております。  

文化の振興として，旧篠原家住宅の展示場整備につきましては，

展示ケ ー スの整 備 を行い ま したが ， 移動が 可 能なも の であり補助

事業に は 馴染ま な いこと か ら，市 単 独費で の 整備に 切 り替えたも

のです。  

なお，交付期間の変更や対象エリアの変更はありませんでした。

以上で こ れまで の 経緯と し て，都 市 再生整 備 計画の 変 更経緯 に

関する報告を終わります。  

 

ありが と うござ い ました 。 続きま し て，事 後 評価に つ いて一 緒

に議論するため，一括してご説明をお願いします。  

 

それでは議事２の事後評価についてであります。  

方法書 ， 成果の 評 価，効 果 発現要 因 ，実施 過 程の評 価 ，事後 評

価原案の公表に関する説明をいたします。  

先ず， 方 法書に つ いてご 報 告いた し ます。 方 法書に つ いては 事

後評価 の 実施に あ たり， 各 評価項 目 である 「 成果の 評 価」や「実

施過程 の 評価」 な どにつ き まして ， いつ頃 ， どのよ う な作業を行

い評価 を 実施す る か，そ の 方法を あ らかじ め 設定し ま して，事後

評価に 係 る作業 を 円滑に 進 めよう と いう， い わゆる 「 評価の実施

計画書」となるものです。  

当地区の事後評価にあたりましては，この「方法書」に従って，

各評価項目の評価を実施しております。  

以上で方法書に関する報告を終わります。  

引き続き，「成果の評価」と「効果発現要因」について一括して

ご説明いたします。  

「成果 の 評価」 に つきま し ては， 都 市再生 整 備計画 に 記載し ま

した目 標 を定量 化 する指 標 の達成 状 況や， こ れ以外 に 事業による

効果が 発 現して い るもの を 「その 他 の数値 指 標」と し て，その達

成状況 を 評価し ， さらに 定 量的に 評 価でき な い定性 的 な効果が発

現している場合についても評価するものであります。  

「効果 発 現要因 」 は，数 値 目標等 の 成果の 評 価だけ で なく， 効

果をあ げ た成功 要 因等に つ いて， 今 後のま ち づくり に 生かすため

に分析するものであります。  

都市再 生 整備計 画 の評価 制 度にお き まして は ，目標 を 定量化 す
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る指標の達成状況を，○，△，×で判定し検証いたします。  

評価値 が 目標値 を 上回っ た 場合に は ○，評 価 値が目 標 値には 達

してい な いもの の ，近年 の 傾向よ り は改善 し ている 場 合は△，評

価値が 目 標値に 達 してお ら ず，か つ 近年の 傾 向より も 改善が見ら

れない場合は×と判定することになっております。  

ま た ， 評 価 が △ ， ×で あ り ま し て も ， 合 理 的 な 理 由 に よ り １ 年

以 内 の 間 に 数 値 目 標 を 達 成 す る こ と が 確 実 な 場 合 は ，「 達 成 見 込

み」として評価できることになっています。  

先ず， 指 標１の 宇 都宮駅 乗 降客数 で ありま す が，こ の 指標に つ

きまし て は，宇 都 宮駅の 一 日平均 の 乗降客 数 により ， 地区の目標

であり ま す「北 関 東最大 の ターミ ナ ル駅に 相 応しい 交 通結節機能

の強化」を定量的に表す指標として設定しております。  

JR 東日本の公表する宇都宮駅の一日あたりの平均乗降客数につ

いて，平成８年から平成１６年まで年平均しまして 1,026 人減少

してい る 状況で あ りまし た 。この こ とから ， その減 少 傾向に歯止

めをか け ること 目 標に， 従 前値で あ る１４ 年 から１ ６ 年の平均値

の 70,000 人に対してまして，目標値を 72,000 人としております。

評価値 は ，平成 ２ ２年の 乗 降客数 が まだ公 表 されて お りませ ん

ので ，平 成２ １年 の公 表結 果 68,320 人 を推 計評 価と して お り ま

す。  

目標達 成 状況に つ きまし て は，目 標 値を上 回 っては お りませ ん

が，事業着手以前の減少傾向年平均 1,026 人の減少に対しまして，

年平均 692 人の減少にとどまっており，近年の傾向より改善して

おりますことから，△の判定としたいと考えております。  

 宇都 宮 駅乗降 客 数の効 果 発現要 因 といた し まして は ，駅前広場

整備等 に よるバ ス ・タク シ ーや乗 降 場から の 乗り換 え 利便性の向

上など に 取り組 ん だこと や ，昨年 度 事後評 価 を実施 し た宇都宮中

央地区 で の都心 居 住の促 進 や賑わ い 拠点整 備 ，それ ら を活用した

イベン ト 等の賑 わ い創出 に よる相 乗 効果に よ り，事 業 期間中に一

時微増に転じたところであります。  

しかし ， 近年の 経 済情勢 の 変動に よ りまし て ，大手 製 造業の 工

場閉鎖 や 高速道 路 の割引 等 による 影 響もあ り まして ， いまだ減少

傾向にあると考えております。  

経済情勢の変化につきましては，平成２０年度末におけます「世

界金融危機」と戦後最大の「世界同時不況」の影響を受けまして，

現在も ， 株安や １ ５年ぶ り の円高 水 準が続 く など依 然 として景気

の先行 き は不透 明 な状況 が 続いて い るとこ ろ であり ， 社会経済情

勢の変 動 が，当 地 区のま ち づくり に も大き な 影響を 与 えていると

考えられます。  

なお， 宇 都宮駅 乗 降客数 に つきま し ては， 平 成２２ 年 度末時 点

での効 果 を計る た め，平 成 ２３年 １ 月から ３ 月まで の 乗降客数の

平均値 が 含まれ ま すＪＲ 東 日本が 公 表する 平 成２３ 年 の評価値に

よりフォローアップする計画となっております。  

こちら は ，栃木 県 の景気 動 向指数 と 当地区 の まちづ く りの目 標

を定量化する指標との関連を表しております。  

景気動 向 指数に つ きまし て は，消 費 ，投資 ， 生産な ど 様々な 経

済活動 に 関する 重 要かつ 敏 感ない く つもの 指 標の量 的 な動きを合

成いた し まして ， 景気の 動 向を把 握 するこ と を目的 と している指

数でございます。  

指標に つ きまし て は，栃 木 県の年 平 均値に よ りまし て ，平成 １
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７年度 ， 事業着 手 の前年 度 を１と し てその 推 移を表 し ておりまし

て乗降 客 数は各 年 の１月 か ら１２ 月 までの １ 日平均 の 宇都宮駅乗

降客数 の 推移， イ ンター チ ェンジ 通 行量に つ きまし て は，宇都宮

インタ ー チェン ジ におけ る 各年の １ 月から １ ２月ま で の出入交通

量の推移を表しております。  

ご覧の よ うに平 成 ２０年 か ら２１ 年 にかけ て の景気 動 向指数 の

落ち込 み に合わ せ て乗降 客 数の減 少 がみら れ ますこ と から，景気

の落ち 込 み，低 迷 が当地 区 のまち づ くり目 標 に対し ま して，大き

な影響を及ぼしたと捉えております。  

また， Ｅ ＴＣ車 載 器の普 及 とあわ せ 政府の 経 済対策 の 一環と し

て 平 成 ２ ０ 年 度 末 か ら 開 始 さ れ ま し た 休 日 特 別 割 引 制 度 等 に よ

り，宇 都 宮イン タ ーチェ ン ジの出 入 交通量 が 増加傾 向 にあり，鉄

道利用者の減少につながったものと考えております。  

こちら に ついて は ＪＲ東 日 本全駅 の 乗降客 数 の平成 １ ７年か ら

の推移 で ありま す 。平成 ２ ０年か ら ２１年 に かけま し て減少して

いるこ と が分か り ます。 こ れは， 新 型イン フ ルエン ザ の発生によ

る全国的な公共交通利用の抑制も要因の一つと考えられます。  

また， 雇 用保険 受 給者実 人 員の推 移 ですけ れ ども， こ れは栃 木

県にお け る平成 １ ７年か ら の推移 で ありま す けれど も ，平成２１

年上半 期 におけ る 急激な 増 加は平 成 ２０年 に おける 経 済情勢の変

動によ る 非正規 社 員の解 雇 等によ る 失業者 の 増加が 影 響している

と考えられます。  

また， 宇 都宮駅 乗 降客数 減 少の直 接 的な要 因 の一つ と して， 平

成２１ 年 ６月に ７ ００人 の 従業員 が おりま し た平出 工 業団地の工

場が閉 鎖 された ほ か，今 年 度にお き まして も 関連会 社 や近隣の町

におけ ま す食品 関 係の工 場 閉鎖も 予 定され て おりま す ことから，

いまだ減少傾向にあると考えられます。  

次 に ， 指 標 ２ の 今 泉 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 年 間 利 用 回 数

であり ま すが， こ の指標 に つきま し てはコ ミ ュニテ ィ センターの

年間利 用 回数に よ り，地 区 の目標 で ある「 地 域の魅 力 を向上し，

ひと・ も の・文 化 が活発 に 交流す る まちづ く り」を 定 量的に表す

指標として設定しております。  

今泉地 域 に隣接 す る宿郷 地 区にあ り ます， 宿 郷コミ ュ ニティ セ

ンター の 年間利 用 実績を 従 前値と し て置き 換 えまし て ，その平成

１７年度の年間利用回数 260 回に対しまして，今泉地域コミュニ

ティセンター年間利用回数の目標値を 390 回としております。  

評価値は，平成２１年度の年間利用回数 429 回を推計評価値と

しております。目標を達成していることから○の判定になります。

効果発 現 要因と い たしま し ては， 都 心居住 促 進策に よ る若年 夫

婦世帯 家 賃補助 の 実施な ど により 居 住人口 が 微増し た ほか，今泉

地域コ ミ ュニテ ィ センタ ー の整備 に よりま す 市民活 動 の促進によ

り，施設利用回数が増加したものと考えております。  

次に， 指 標３の 東 大通り 通 行量で あ ります が ，この 指 標につ き

ましては，東大通りの平日における通行量によりまして，「北関東

最 大 の タ ー ミ ナ ル 駅 に 相 応 し い 交 通 結 節 機 能 の 強 化 」「 す べ て の

人にや さ しく安 全 で安心 な まちづ く り」を 定 量的に 表 す指標とし

て設定しております。  

駅東口土地区画整理事業の施行前であります平成１６年度に，

平日１ ２ 時間の 通 行量調 査 を実施 い たしま し た。計 測 した通 行量

3,300 人 の従 前値 に対 しま して ，駅 東口 地区 整備 に伴 う開 発交 通
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量を踏まえ目標値を 4,200 人としております。  

通行量 に つきま し ては， 平 成２１ 年 に実施 し たモニ タ リング の

結果に お きまし て 増加傾 向 にあっ た ことか ら ，民間 事 業者の辞退

に伴う目標値の修正は必要ないと判断したものです。  

評価値 で ありま す 平成２ ２ 年度の 通 行量に つ きまし て は，今 年

度末で あ る平成 ２ ３年２ 月 から３ 月 に調査 を 実施す る 予定である

ため，平成２０年の調査結果 4,141 人を推計評価値としておりま

す。  

目標達 成 状況に つ きまし て は，目 標 値を上 回 っては お りませ ん

が ， 平 成 １ ６ 年 度 の 従 前 値 に 対 し て は 増 加 し て お り ま す の で △

という判定になります。  

評 価 の ○ △ ×判 定 基 準 の 中 で 説 明 し ま し た と お り ， 評 価 値 に つ

いては ， 合理的 な 理由に よ り１年 以 内の間 に 数値目 標 を達成する

ことが 確 実な場 合 は「達 成 見込み 」 とする こ とがで き ることにな

っております。  

平成２ ０ 年の調 査 以降に 駅 東口地 区 におい て ，民間 事 業者に よ

る土地 の 暫定利 用 が始ま り ，飲食 施 設やモ デ ルルー ム などの集客

施設ができたことで，東大通り通行量の増加が見込めることから，

１年以内の達成見込みをありとしております。  

効果発 現 要因と い たしま し ては， 駅 東口土 地 区画整 理 事業等 に

よる駅 東 口駅前 広 場など の 基盤整 備 が整っ た ことで ， オフィスビ

ルが建 設 された ほ か，道 路 整備等 に よる安 全 で安心 な 歩行空間が

整備さ れ たこと で 歩行者 量 が増加 傾 向にあ り ，先程 申 し上げまし

たとお り ，民間 事 業者に よ る土地 の 暫定利 用 により ま して目標は

達成できる見込みとなっております。  

なお， 今 泉地域 コ ミュニ テ ィセン タ ー年間 利 用回数 ， 東大通 り

通行量 に つきま し ては， 平 成２２ 年 の確定 値 により ， フォローア

ップをする計画となっております。  

次に「 そ の他の 数 値指標 」 による 効 果発現 状 況を説 明 いたし ま

す。  

その他 の 数値指 標 として 「 駅東口 地 区にお け る放置 自 転車撤 去

台数」 に つきま し ては， 自 転車駐 車 場の整 備 等によ り まして交通

結節機 能 の強化 を 表すも の として 考 えまし て 加えた も のでありま

す。  

効果の 発 現状況 に つきま し ては， 駅 東口に お ける放 置 自転車 撤

去台数は，従前値として平成１７年は，１回あたり 26.3 台となっ

ておりました。  

平成１ ７ 年より 前 につき ま しては ， 平成１ ３ 年から 平 成１６ 年

まで作業１回あたり，40 台以上で推移し増加傾向にありましたが，

平成１ ７ 年から 駅 東口土 地 区画整 理 事業に よ る工事 開 始に伴いま

して大幅に減少したものと考えられます。  

評 価 値 と い た し ま し て は 平 成 ２ １ 年 の 調 査 結 果 １ 回 あ た り

5.4 台 を 推計評 価 値とし て おり， 事 業の効 果 が発現 し ている こ と

が分かります。  

その他 の 効果発 現 要因と い たしま し ては， 道 路整備 や 防犯カ メ

ラの設 置 等によ る 安全で 安 心な歩 行 空間の 整 備と合 わ せまして，

西口に お けるペ デ ストリ ア ンデッ キ 下のラ ッ ク式駐 輪 場の整備や

レンタ サ イクル 事 業など で 自転車 の 利用空 間 や利便 性 が向上した

こと， ま た，撤 去 作業の 取 り組み 強 化等に よ り放置 自 転車の撤去

台数が減少したと考えております。  
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なお， 平 成２２ 年 確定値 に よりま し て，フ ォ ローア ッ プする 計

画となっております。  

次に，「定性的な効果発現状況」をご説明いたします。  

今泉地 域 コミュ ニ ティセ ン ターの 整 備によ り まして ， 地域住 民

が集う ス ペース が 創出さ れ たこと で ，住民 の 地域交 流 やまちづく

り活動 の 場とし て 今泉地 区 コミュ ニ ティ協 議 会が中 心 となりまし

て，地 域 振興事 業 として 宇 都宮の 歴 史や食 育 に関す る 講座の開催

やパソ コ ン教室 ， 軽スポ ー ツイベ ン トの開 催 など様 々 な催し物が

実施されております。  

また， 駅 東口駅 前 広場内 に ありま す 水路周 辺 などの 植 栽帯に ，

地域住 民 による ひ まわり な どの花 植 えや駅 東 口の暫 定 利用事業者

により ま す花の 鉢 植えの 設 置や低 木 などの 植 栽など 積 極的な美化

活動が行われております。  

なお， 現 在事業 の 見直し に 向けた 検 討を進 め ており ま す，宇 都

宮駅東 口 地区整 備 事業に 関 しまし て は，宇 都 宮の玄 関 口に相応し

い魅力 あ る建物 や ，賑わ い を創出 す る建物 に してほ し いなどの応

援のお 言 葉や時 に はお叱 り のお言 葉 をいた だ くなど ， 活発な意見

が寄せられております。  

今後と も 県都・ 宇 都宮の 玄 関口に 相 応しい 広 域的な 交 流拠点 の

形成に向け，検討を進めてまいります。  

「成果の評価」と「効果発現要因」の説明を終わります。  

次に「 実 施過程 の 評価」 に ついて ご 報告い た します 。 これに つ

いては，都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況，また，

位置づ け た事業 が 実施で き たかど う かを評 価 するだ け でなく，結

果に至るまでの評価の実施過程を検証するものであります。  

検証す る 項目は ， モニタ リ ング， 住 民参加 プ ロセス ， 持続的 な

まちづくり体制の構築の三つであります。  

モニタ リ ングに つ いては ， 事業の 進 捗状況 の 確認や 指 標の達 成

状況を 確 認し， 事 業の確 実 性向上 を 図るた め に実施 す る点検作業

であり ま して， 交 付期間 中 に任意 で 行いそ の 実施に よ り事業内容

の見直しや実施方法の工夫・改善等を行うものです。  

これは 事 業期間 の 中間期 に 行うの が 一般的 で すが， 当 地区に お

きまし て は，平 成 ２１年 ５ 月に拠 点 施設の 整 備主体 と なる予定で

ありま し た民間 事 業者の 辞 退によ り まして ， 目標や 指 標に大きく

影響す る 事業で あ る（仮 称 ）広域 交 流プラ ザ や（仮 称 ）産業観光

情 報 プ ラ ザ な ど の 計 画 期 間 内 の 整 備 が 困 難 と な り ま し た こ と か

ら，当 初 設定し た 目標や 指 標の変 更 が必要 と なった た め平成２１

年８月に実施いたしました。  

各事業 の 進捗状 況 や指標 の 達成状 況 等を確 認 すると と もに原 案

の段階 で 公表い た しまし て ，市民 の 意見を 募 集し， 有 識者の方か

らも意見をいただきながら，今後の対応方針を策定いたしました。

そして，このモニタリングを受け，目標の変更を行うとともに，

その目 標 を定量 化 する指 標 につき ま して， よ り分か り やすく事業

効果を表すことができるものに変更いたしました。  

モニタ リ ングは 事 業の中 間 ，そし て 外部要 因 により ま ちづく り

に影響 が あると 思 われる 時 期に実 施 するこ と で，適 切 なまちづく

りの目 標 に修正 す るとと も に，ま ち づくり の 目標達 成 につながる

ことか ら ，次期 計 画や他 の 地区に お いても 実 施をし て いきたいと

考えております。  

住民参 加 プロセ ス とは， 事 業計画 や 整備に 対 する住 民 の理解 や
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協力を 得 るため に 行うイ ベ ントや 説 明会等 の 実施状 況 についてで

ありま し て，当 地 区では 駅 前広場 等 の基盤 施 設整備 の 進捗状況に

応じて ， 適宜地 元 住民へ の 説明会 を 開催し ， 整備内 容 や整備状況

を報告 す るとと も に水辺 空 間の整 備 におき ま しては ， 地元住民と

の ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 催 い た し ま し て 整 備 を 進 め て ま い り ま し

た。  

ワーク シ ョップ で は，デ ザ インや 整 備手法 に ついて 検 討する な

ど，今 後 のまち づ くりの き っかけ に なるよ う な話し 合 いをするこ

とができました。  

また， 第 １回目 の 現地視 察 におい て ご覧い た だきま し た水路 へ

の，地 元 住民に よ るコイ の 放流イ ベ ントを 平 成１９ 年 ５月と平成

２０年１０月に開催いたしました。  

第１回 目 の放流 イ ベント に つきま し ては， ２ ０年以 上 市民の 憩

いの場 と してあ り ました ， 元の駅 前 広場の 西 側の既 設 水路にいる

コイを 地 元住民 の 協力の も と，現 在 の飲食 店 舗の北 側 にある水路

に移動いたしました。  

また， ２ 回目の 放 流イベ ン トにつ き まして は ，新駅 前 広場の オ

ープニ ン グイベ ン トの一 つ として ， 保育所 の 園児を は じめとする

地元住 民 の協力 の もと， タ クシー プ ール東 側 の水路 へ コイを放流

したものであります。  

今後も 地 元住民 や 駅利用 者 等の安 ら ぎの空 間 として ， 慣れ親 し

んでいただきたいと考えております。  

持続的 な まちづ く り体制 の 構築に つ きまし て は，事 業 等をき っ

かけと し て組織 ま たは強 化 され， 事 業終了 後 も継続 的 にまちづく

り活動 を 担う組 織 のこと で あり， 当 地区に お いては 平 成１５年４

月に組 織 されま し た「今 泉 地区コ ミ ュニテ ィ 協議会 」 がございま

す。  

今後も組織の活動が継続され，そして広がりをもっていくよう，

活動を支援していきたいと思います。  

以上で「実施過程の評価」の報告を終わります。  

 最後に「事後評価原案の公表」についてご報告いたします。  

都市再生整備計画では，「分かりやすさ」として情報公開，透明

性を重 視 してお り ますこ と から， 事 後評価 の 完全版 と なる成案と

なる前段階で「事後評価原案」を公表しております。  

そして ， 市民の 皆 様から 意 見を募 集 し，寄 せ られた 意 見等を そ

の後の事後評価に反映させることを目的としております。  

公表に つ きまし て は，市 の 広報紙 １ ０月１ 日 号で事 後 評価原 案

を公表 し ました 。 担当課 窓 口，意 見 書提出 が 電話， Ｆ ＡＸ，電子

メール に より受 け 付ける こ とを周 知 いたし ま して， 平 成２２年１

０月１ 日 から１ ５ 日まで の ２週間 に わたり ， 事後評 価 原案と都市

再 生 整 備 計 画 が 閲 覧 で き る よ う に 市 ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 し ま し

た。ま た ，担当 課 である 地 域政策 室 駅東口 整 備室で 閲 覧できるよ

うにしておりました。  

また， 今 泉地区 コ ミュニ テ ィ協議 会 の理事 会 におき ま して事 後

評価原案の公表に係る説明を実施いたしました。  

その中 で は「駅 前 広場に あ る一般 車 の乗降 場 につい て ，特に 金

曜日の 夕 方など 渋 滞がひ ど いため ， バスレ ー ン等の 移 動など渋滞

緩和策 を 検討し て ほしい 」 といっ た 意見や 「 駅前広 場 内に郵便ポ

ストを設置してほしい」などの意見がございました。  

駅前広 場 の整備 に より， 駅 までの 乗 り換え 時 間が短 縮 するな ど
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利便性 が 向上し た 一方で ， 一般車 の 乗降場 に おける 駐 停車禁止の

ルール が 周知さ れ ていな い ことや ， 駅利用 者 のため の 駐車場が一

般車乗 降 場より も 遠いこ と などに よ り，迎 え の車が 集 中する夕方

に渋滞が時折発生しております。  

一般車 の 乗降場 の 渋滞緩 和 策とい た しまし て ，今年 の ７月か ら

誘導員 を 配置し ， 利用者 へ のルー ル の周知 や ３０分 以 内の利用が

無料の 駐 車場へ の 案内等 を 行って お ります 。 また， 近 隣の警察と

も連携し渋滞緩和に努めていきたいと考えております。  

また， 郵 便ポス ト の設置 に つきま し ては， 郵 便物の 回 収車両 の

進入等 の 制限が あ ります こ とから ， 駅前広 場 内への 設 置は難しい

もので は ありま す が，今 後 の拠点 施 設整備 が 実現し た 暁にはこれ

らと合 わ せて交 流 広場な ど への設 置 を検討 し ていき た いと考えて

おります。  

以上で「事後評価原案の公表」に関する報告を終わります。  

これで事後評価までの一括した説明を終わりたいと思います。

 

どうも あ りがと う ござい ま した。 地 区のま ち づくり の 経緯と ２

番目の 事 後評価 に ついて ご 説明を い ただき ま したが ， これからそ

れにつ い て議論 い たしま す 。今ご 説 明があ っ たこと は 皆様に配ら

れてい る パワー ポ イント 用 の資料 の 後ろに 付 いてい る 事後評価の

概要に ま とまっ て います 。 最終的 な 評価書 と しては 後 ろについて

いる事 後 評価シ ー トの評 価 結果の ま とめに 反 映され て くるわけで

すね。ここを議論してこの中身を進めるということです。  

という こ とでご ざ います が 先ずま ち づくり の 経緯を 含 めてご 質

問等あればお聞きしたいと思います。  

はいどうぞお願いします。  

 

先ほど 放 置自転 車 撤去台 数 が減少 傾 向にあ る という 説 明があ り

ました 。 これは 結 構な話 で ござい ま すが， 放 置自転 車 の回収とい

うのは駅前広場だけ行っているのですか。  

 

駅前だけです。  

 

そうで す か。実 は 駅前で は ないで す が駅東 の 今泉地 区 で放置 自

転車の 撤 去を年 間 ３回ほ ど やって い て今日 午 前中行 っ てきたんで

す。今放置自転車がだんだん減ってきているという話だったんで，

はてな と 感じて い たんで す が。各 自 治会か ら ２人３ 人 出ていって

１回に 収 集して 茂 原の清 掃 工場に 持 ってい く のが４ ０ 台から５０

台でご ざ います 。 駅前は 自 治会の 方 ではや り ません が ，今泉地区

は年間 ３ 回で１ ０ ０台か ら １２０ ， １３０ 台 出てお り ます。だか

ら減っ て いると い う説明 が ありま し たがこ れ は駅前 広 場の駐輪場

の周辺の放置自転車だなと思ったんですが間違いないですか。  

 

駅周辺です。  

 

それと ， 今泉コ ミ センで 今 泉コミ ュ ニティ 協 議会に 進 捗状況 等

の説明 が あった 際 の意見 に もあり ま したが ， 雨降り の 夕方の駅前

のおそ ら く送迎 で しょう か ，自家 用 車で家 族 を迎え に 行くとかで

動かな い のは困 り ますね 本 当に。 運 転者だ け 乗って い るから警察

も何も 言 うこと が できな い という こ とであ れ は何か 考 えなくては
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いけな い なと思 っ ており ま す。い ろ いろ地 元 も混ざ ら せていただ

いて方 向 性を持 っ ていき た いなと 思 ってお り ますの で その時は宜

しくお願いいたします。以上でございます。  

 

どうもありがとうございます。他にいかがですか。  

 

この手 元 のパワ ー ポイン ト の資料 に は無い ん ですが 東 口の民 間

事業者の土地活用の絵がありましたよね。  

その中 で 東西自 由 通路が ぶ つかっ た その先 に 旗ざお 形 の空白 の

部分が あ ります が ，ここ は 現地で ご 説明い た だいた と は思います

が補足的にどのように検討されているかを教えてください。  

 

あの白 地 の部分 は この９ 月 まで東 西 自由通 路 の線路 上 空部の 改

修工事 と いうこ と で昨年 ， 今年と 工 事を進 め ており ま して，その

ための 工 事関係 の 車両， 作 業ヤー ド として 使 用して い たところで

ございます。約 3,000 ㎡とまとまった土地ですので，今後，どう

いう形 で 暫定利 用 を図っ て いこう か と今内 部 で検討 し ているとこ

ろでご ざ います 。 こちら に つきま し ても有 効 な形で 暫 定利用を図

っていければと考えています。  

 

でもあれだけ広かったらね。分かりました。  

 

今暫定 と のこと で すが， 出 てる部 分 の処理 を しなく て はなら な

くなりますよね。ありがとうございました。  

 

その部分は将来的な拠点施設整備の中でつなげる予定です。  

 

雨ざらしになっていますよね。  

 

現状はそうなっています。  

  

私の方 か らです が ，計画 全 体がほ と んど拠 点 施設が で きる前 提

で作っ て ありま す よね。 そ うする と この評 価 値も変 わ ってくるの

だと思いますが。  

この拠 点 施設が で きると い う前提 で 立てた 目 標値も 途 中で変 わ

ってき て いるわ け ですね 。 今はこ れ で評価 す ればい い んですけれ

ども， そ れがど ん なふう に 変わっ て きたの か ，元々 ど の程度のこ

とを考 え ていた け ど今は ど うなっ て いるか と いうの は 分かります

か。こ れ ですと 今 の評価 値 はこれ で 評価し て ますよ と いうことな

ので。 文 言で変 わ っただ け ではな く て数値 で も変わ っ てきている

のかどうかご説明をお願いします。  

 

はい。 宇 都宮駅 乗 降客数 に つきま し ては， 先 ほどの 説 明でも あ

りまし た とおり ， 当初は 開 発によ る 通行量 の 増加も 考 えまして目

標を 74,000 人に設定していたところを 72,000 人に下方修正して

ござい ま す。ま た ，交流 広 場イベ ン ト回数 と いうも の を当初設定

してお り まして ， そちら は 以前月 ５ 回程度 朝 市等が 行 われていた

ものを 交 流広場 が 設置さ れ た後は 月 10 回 程度 を目標 値 として ご

ざいました。  

東大通り通行量につきましては 3,300 人の従前値に対しまして
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目標値が 4,200 人ということで，こちらは平成 21 年度に行いまし

たモニタリングで 4,141 人ということで増加が見込めたものです

から， こ ちらも 当 初設定 の 際には 開 発によ る 通行量 の 増加を見込

んで 4,200 人としていたところでありますが，こちらはそのまま

据え置いているところでございます。  

 

そうすると，宇都宮駅の乗降客数だけを 2,000 人減らして，後

は項目自体を削除してしまったということですね。  

 

そうです。  

 

和田先生はいかがですか。  

 

この全 体 の目標 の 達成状 況 でいく つ か指標 が 挙がっ て いるん で

すけれ ど も，い ろ いろ削 除 されて い るんで ， 事業の 大 きさに比べ

て成果 が すごく 縮 こまっ て いる印 象 を受け ま した。 こ んなに大事

な地区 の 指標， 評 価がこ の 一部分 を 取って こ れでお 終 いでいいの

かとい う のを少 し 疑問に 感 じてい ま す。交 流 拠点と し ての評価は

今泉地 区 のコミ ュ ニティ セ ンター の 年間利 用 回数と い う，一つの

地区の 施 設に関 す る指標 に なって お り，中 心 市街地 の 本当に人が

集まる 場 所につ い ての評 価 は今回 一 切指標 化 しない と いうことで

すから。  

 

指標化 で きない で すね。 こ こは皆 様 全員が 拠 点施設 が できる 前

提で考 え ている わ けです ね 。だけ ど 不思議 な のはで き なくても東

大通りの通行量が増えていることです。多分 22 年度は 21 年度よ

りもっ と 増えて ま すから ， 目標値 を 楽にク リ アして い るのだと思

います ね 。だか ら そうす る と元々 の 目標値 が 随分低 か ったのでは

ないか と 思うん で すが。 そ れから 乗 降客の 方 も別に い ろいろな要

因で減 っ た部分 を 除けば そ んなに 減 ってな い んです よ ね。だから

これを 見 ると何 と なくこ れ でいい な と思っ て しまい ま す。それで

も和田 先 生が考 え るよう に そもそ も あそこ は 交流拠 点 が整備され

るはず だ ったの で はない か という の が抜け て いるの で ちょっと納

得できないということですね。  

 

そうで す 。額も 大 きな額 な んで。 こ の指標 だ けぱっ と 出てき た

ら要す る に一つ の 地域の 交 流のた め の指標 で いいの か という印象

を持た れ るんで 。 気を付 け なくて は いけな い のは自 分 のところで

都合悪いところは全部置いといてということで。  

 

違います。ちゃんと計画を変更していますから。  

 

ええ。 で も基本 的 にはま ち づくり 交 付金全 体 の話で は ありま す

から， そ の計画 を 途中で 変 更する こ と自体 が 本当に 良 かったのか

というのも本当は入れなくてはいけない。  

 

そうな ん ですよ ね 。そこ は だから 多 分まち づ くりの 方 策のと こ

ろで元 々 考えて い たこと を どう実 現 してい く のかと い うのにどう

つなげていくかを載せるしかないと思いますね。  
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そうす る とです ね 。民間 事 業者が 拠 点施設 整 備事業 か ら撤退 し

たとい う ふうな こ とで， 宇 都宮の 本 当に大 き な駅周 辺 の拠点整備

が断念 さ れてし ま ったわ け なんで す けれど も ，当初 見 込んでいた

あるべき効果が出てこなくなってしまったわけですね。  

 

そうですね。  

 

それに 対 してま ち づくり 交 付金の 補 助に対 し ての影 響 という の

は何かあるんでしょうか。変更したからないんでしょうか。  

 

要する に 当初入 れ ようと し ていた 交 付金の 補 助対象 が 変わっ た

かということですか。  

 

当初は基盤施設整備と立地施設整備全体で約 100 億のまちづく

り交付 金 の対象 事 業費を 考 えてい ま して， 最 終的に 変 更させてい

ただいて現在約 20 億の事業になっております。補助金そのものを

下げて お ります の で対象 事 業費と し て約 20 億のま ち づくり 交 付

金を活 用 した事 業 として 評 価いた だ くとい う ことで ， 全体の基盤

施設整備への計画には影響は全くありません。  

 

事業自 体 に対し て の補助 金 の評価 で あって 大 きな意 味 での評 価

には全 く とらわ れ ない。 ま た地区 の 当初の 大 きな目 標 が小さくな

っ て し ま っ た わ け で す が そ れ に は と ら わ れ な い と い う こ と で す

か。  

 

当初の 目 標から ３ 回変更 さ せてい た だいて ， 今回ご 審 議いた だ

くのは 最 終的な 現 在の目 標 に対し て の評価 を いただ く という形で

す。  

 

だから，交付金の評価としては事業費が 100 億から 20 億になっ

て，あ そ こでい ろ んなも の を整備 し て人通 り が増え て ，コミュニ

ティセ ン ターの 利 用も増 え て，乗 降 客もそ れ ほど減 っ ていない。

こうい う ことで い いかと い うこと で 。ただ 和 田先生 が おっしゃっ

たよう に そもそ も ここは ま ちづく り として こ ういう こ とをやろう

として い たとい う のがど う も全員 の 頭に入 っ ていま す ので，まち

づくり の 方向， 方 策とし て それを ど ういう 形 で実現 し ていくかと

いうのをちゃんと書くしかないと思います。  

 

それと も う一つ な んです が ，まち づ くりの 目 標が状 況 変化に よ

って小 ぢ んまり し たとい う か変わ っ たわけ な んです け れども，こ

のまち づ くりの 目 標とい う のはい わ ゆるま ち づくり 交 付金の事業

期間内の目標ということでよろしいですか。  

 

はい。今回の事業期間内の目標です。  

 

将来的な地区の目標としては変更前の目標ということですか。

 

市の全 体 のまち づ くりと し てはこ う してい か なくて は いけな い

ですよね。  
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ですから地元とすればまだまだこれから続くと思ってます。  

 

という こ とで。 ど うも皆 さ ん不本 意 という か 中々難 し いと思 う

のですが。この事後評価の方はとりあえず 20 億の部分で目標に対

して成 果 があっ た かを見 て いただ く という こ とで， 中 身について

は評価 結 果のま と めを見 た 方がい い んです か ね。こ の 文言を確認

しなけ れ ばなら な いんで す よね。 評 価結果 の まとめ の 様式２－１

の方を 見 ていた だ いて， こ こでこ の 文言を 確 認する こ とになりま

す。今 ま での説 明 に補足 的 に説明 し ていた だ いた方 が いいと思い

ますがご説明いただけますか。  

 

はい。 そ れでは 効 果発現 要 因につ き まして 順 に読み 上 げてい き

たいと思います。  

先ず， 宇 都宮駅 乗 降客数 の 効果発 現 要因と し ては近 年 の経済 情

勢の変 動 による 大 手製造 業 の工場 閉 鎖等の 影 響もあ り ，いまだ減

少傾向 に ある。 交 通結節 機 能の強 化 に取り 組 んだこ と で，事業期

間中に一時微増に転じたほか，減少傾向が緩やかになった。   

二つ目 で ありま す ，今泉 地 域コミ ュ ニティ セ ンター 年 間利用 回

数につ き まして は ，都心 居 住促進 策 等の実 施 により ， 居住人口が

微増し た ほか， 今 泉地域 コ ミュニ テ ィセン タ ーの整 備 による市民

の交流活動の促進により施設利用回数が増加した。  

三つ目 で ありま す ，東大 通 り通行 量 につき ま しては ， 土地区 画

整理事 業 等によ る 基盤整 備 が整っ た ことで ， 周辺に オ フィスビル

等が建 設 された ほ か，道 路 整備等 に よる安 全 で安心 な 歩行空間が

整備されたことで，歩行者量が増加した。  

最後の そ の他の 指 標であ る ，駅東 口 地区に お ける放 置 自転車 撤

去台数 に つきま し ては， 宇 都宮駅 東 口自転 車 駐車場 整 備等による

交通結 節 機能の 強 化や， 道 路整備 等 による 安 全で安 心 な歩行空間

が整備 さ れたこ と で放置 自 転車撤 去 台数が 減 少した と ころでござ

います。  

 

実際に 一 番大き い 効果と い うのは 駅 東口に 車 が直接 付 けるよ う

になっ た という こ とです よ ね。一 番 大きい の はそこ で すよね。今

まで全 く 付けな か ったわ け ですか ら 。先ほ ど の話で あ ったように

渋滞が あ るくら い たくさ ん 車がき て アクセ ス するの に すごい便利

になり ま したよ ね 。バス の レーン も できて ま すし， そ ういう点は

どこに 入 ります か 。ここ に は入っ て こない ん ですか ね 。評価にお

いて何が違ったって一番違ったのはそこですよね。  

 

地元からしてもそうです。  

 

誰がみ て もあそ こ の前に 車 がきて バ スも通 っ て，三 橋 先生も 大

学に行 く のにこ ち らから く ると家 に 帰るの に も便利 に なったとい

うのは す ごい大 き なこと だ と思い ま すがそ れ はどこ に 書いてある

んです か 。これ は 今回の 交 付金で は なく区 画 整理の 効 果というこ

とですね。  

 

メイン と なりま す 駅前広 場 の整備 に よる一 般 車の乗 降 場の整 備

とバス・タクシーなどの公共交通の整備による効果ですね。  
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バスの 上 の覆い だ とかは 交 付金で 整 備して ま すよね 。 しかし 区

画整理 に よる効 果 との使 い 分けが ち ょっと 難 しいで す ね。そうす

ると結 節 機能の 強 化など の 話も区 画 整理の 効 果かも し れないです

ね。  

 

そうす る と，私 も どうし て も全体 的 に見て し まうん で すが。 目

標にこ だ わって 申 し訳な い のです が 大部， 安 全で安 心 なという方

向性に 目 標がシ フ トして い ったよ う な感じ が するん で すが，そう

すると 拠 点の中 で も西口 の 段差解 消 や防犯 カ メラな ど は交付金事

業です よ ね。道 路 整備等 に よる安 全 ，安心 で 歩行者 通 行量が増加

したく ら いしか 書 いてな い んで， 安 全，安 心 という の を大きな目

標に掲 げ ている の であれ ば ，もう 少 し表記 に 加えら れ ないのかな

という感じがしました。  

 

いろん な ことが あ ります が ，今野 澤 委員が 言 われた よ うにご く

一部が 書 いてあ る だけで す が，国 に 提出す る のに一 枚 に収めるの

で書ききれないということですね。  

 

実際に は 他に添 付 資料が ご ざいま し て，そ れ をまと め たもの が

評価シ ー トの様 式 ２－１ と ２－２ と いうこ と になり ま すので，実

際に国 に 提出す る 資料に つ きまし て はもう 少 し細か く 書かせてい

ただいております。  

 

確認で す けれど も この指 標 ３の東 大 通り通 行 量とい う のは計 測

地点はどこですか。自由通路のところですか。  

 

通行量 調 査の計 測 地点に つ きまし て は，前 回 現地調 査 で見て い

ただいた，市道 1525 号線の丁度ホテルのある交差点の両側で計測

しております。  

 

大通りの方ですか。  

 

そうです。  

 

従前地として平成 16 年にそこで計測したということですか。  

 

そうです。ここで平成 16 年と平成 20 年に計測をしております。

 

自由通路は計測をしてなかったんですね。  

 

いえ，自由通路上も計測はしてございまして，平成 16 年には約

17,000 人，平成 20 年につきましては約 21,000 人ということで割

合は増 加 してお り ます。 今 回目標 を 東大通 り の通行 量 に設定した

経緯に つ きまし て は，当 初 こちら に 拠点施 設 ができ る 予定で考え

ており ま したの で ，賑わ い ，回遊 性 の向上 を 考えて 通 行量が増加

するという見通しで，通行量を設定したものでございます。  

 

自由通 路 のとこ ろ はすご く 増えて い るんで す ね。あ の 通路は 随

分良くなりましたよね。  
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 当初 ， 平成４ 年 に行い ま したパ ー ソント リ ップ調 査 におきまし

て，西 口 の乗降 客 が約７ 割 ，東口 が 約３割 と いうデ ー タが出てお

りまして，それ以降正確な調査は行っていないんですが，平成 20

年に行った調査におきましても 12 時間の調査ではございますが，

３割は超えてきているという状況でございます。  

 

 はい，分かりました。  

 

 これ は ，区画 整 理によ る 効果だ と いうこ と になっ て しまいます

ね。あそこに広場ができたからだということですよね。  

 最初 の 指標１ の ところ の 総合所 見 で乗降 客 数が一 時 的に微増に

転じた と きは， 工 場はま だ 閉鎖さ れ ていな か ったん で すよね。だ

からこ れ でいく と 工場を 閉 鎖され た 21 年 くら いから が くっと 減

った。それで 22 年は同じ数字で来ているんですが，これはどうい

う感じですかね。達成しないと書いてあるんですが。   

また減 少 傾向が 緩 やかに な ったと こ こで言 え るかと い うと， こ

のグラフでいくと 17，18，19 と増えてますね。それでこの事業が

始まった 17 年で切って減少傾向としていますよね。ただ，増えた

のは工場ができたからではない。 20， 21 と減った理由は分かるん

ですが 17，18，19 と増えたのは交付金による事業の効果で増えた

のとは 多 分違う ん だと思 う んです 。 そうす る と表現 は 難しいです

がここをちょっと変えた方がいいかと思います。   

そこが 増 えたの が この事 業 による 効 果だと 言 えるな ら 良いん で

すけど。工場が撤退したから減ったというのは分かるんですよね。

それ以 外 何か無 い ですか ね 。そう で あれば あ まり微 増 とか書かな

い方が良いと思います。  

 

ＪＲ 全駅 の推 移が ある んで すが ，ダ イヤ 改正 によ り 17 年 から

19 年にかけては増加傾向にありまして駅舎数が若干異なるんです

が年々 増 えてき て いると い う推移 で ござい ま す。他 の 駅につきま

しても同じような推移をしております。  

 

そうだ と すると こ こで微 増 だった 理 由を評 価 におい て 取り組 ん

だこと で と書い て しまう と ，これ で 増えた と いうこ と になってし

まいま す よね。 そ うかと い ってＪ Ｒ のダイ ヤ 改正と ど ういう関係

があるかというと説明が難しいですから，「事業期間中に微増に転

じたほ か 」とい う ことで は なくて 「 従来の 減 少傾向 と 比べると緩

やかになっている」くらいにしないと少し不正確ですね。  

 

 ご指摘ありがとうございます。  

 

 一番 下 のとこ ろ の実施 過 程の評 価 のとこ ろ で質問 し て良いです

か。今 後 の対応 方 針のモ ニ タリン グ のとこ ろ で次期 計 画というの

がありますが，この次期計画とは何を指すんですか。  

 

 現在 ， 駅東口 に おける 拠 点施設 整 備を検 討 してお り ますけれど

も併せ て 次期計 画 という も のを検 討 してい き たいと 考 えておりま

す。そ の 次期計 画 の中で も このモ ニ タリン グ を実施 し ていきたい

ということです。  
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次期計 画 という と 都市再 生 整備計 画 を引き 続 き継続 す るとい う

ように思われますね。  

 

一般名 詞 で次期 計 画とい う と拠点 整 備に関 し て何か あ るよう な

感じがしますよね。  

 

 この 後 の説明 の 中でも 説 明しよ う と思っ て いたと こ ろですが，

拠点施 設 の具体 化 と併せ た 次期計 画 ですと か ，また ， 現在行われ

ており ま す宇都 宮 都市拠 点 地区に お きまし て 区域を 拡 大しまして

駅周辺 地 区のま ち づくり を 継続的 に 実施し て いくな ど の検討を続

けてい く という こ とでこ う いった 記 載をさ せ ていた だ いたところ

でございます。  

 

 だか ら ，今後 拠 点整備 の 計画で も などと い う形に し ないと次期

計画というと少し変ですね。  

 

 そう だ とする と ，この 二 つ下の 持 続的な ま ちづく り 体制の構築

のとこ ろ で，実 施 内容の 項 目に今 泉 地区コ ミ ュニテ ィ 協議会とだ

け記載 し てある ん ですけ ど ，会長 さ んがい ら っしゃ っ ていますけ

れども ， 協議会 も 含む形 で やはり 宇 都宮市 と か民間 事 業者など関

係者が 入 った形 で 何か継 続 的に検 討 してい く という よ うな記載が

ないと ， 仮にこ こ で次期 計 画とい う 言葉を 追 加した と してもフォ

ローし て いない よ うな気 が するの で 書き足 し た方が 良 いのではな

いかと思います。つまり，宇都宮市としての体制といいますかね。

 

これだ と 協議会 だ けでや れ という 感 じがし ま す。こ れ は書く と

したら 実 施内容 で はなく て 今後の 対 応方針 の ところ で すね。実施

内容と い うのは 今 までや っ たこと で す。だ か ら右側 の ところで組

織の活 動 を支援 し ていく だ けでは な くても う 少し広 く 追記しない

と上の表現と合わないということですね。それは対応できますね。

 

はい。  

 

 それ で はどう で すか。 こ れで大 体 よろし い ですか 。 和田先生も

よろしいですか。  

 

事業が 縮 小した の で追加 し て３本 目 の柱と な ってい る 安全， 安

心の部 分 の記載 の 仕方が ど うもち ょ っと引 っ 掛かっ て います。す

べての 人 にやさ し く安全 で 安心な ま ちづく り につい て ，基本的に

は防犯 カ メラと 段 差解消 の 評価に な ってい る ので。 確 かに自転車

撤去台 数 の減少 が すぐ安 全 ，安心 に つなが っ てくる わ けではない

んでね。  

 

 要するに指標として見たときにどうかということですか。  

 

 確か に 整備さ れ てまち 全 体が綺 麗 になっ た のでイ メ ージが一新

して安 全 ，安心 と いう犯 罪 が起こ り にくい ， 起こし に くい雰囲気

になっているのがこれの成果だと思うんですが。  

 

 そこ が 指標に な りづら い という こ とです ね 。あそ こ で転んだり
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する人がどれだけいるか分からないですしね。  

 

 ちょ っ とよろ し いです か 。駅東 の 私が今 住 んでい る ところで今

泉小学 校 の道を 中 心とし て スーパ ー 防犯灯 と いうの を 警察で設置

してもう 10 年くらいになるんですが，設置前は栃木県一，不安全

なとこ ろ であっ た んです が 。警察 の 方でス ー パー防 犯 灯を設置す

ること に よりど れ だけ犯 罪 が減っ た という デ ータが 出 てたんです

がかな り 効果が あ りまし た 。ただ こ の地区 が 防犯カ メ ラの設置に

よりど れ だけ効 果 があっ た かとい う のは分 か りませ ん が。方法は

あるのではと思います。  

 

東口は 全 体的に は 明るく な ってき た んでし ょ うね。 指 標は既 に

設定してしまっているんですよね。  

 

 はい 。 指標に つ いては 変 えるこ と ができ な いんで す が定性的な

効果の 発 現状況 の ところ で ，今言 わ れたイ メ ージと し て安全にな

ったな ど 書ける 場 所があ り ますの で 加えさ せ ていた だ きたいと思

います。  

 

 では ， 以上の よ うな点 で 当初の 目 標とは 変 わって し まったんで

評価し づ らいと こ ろもあ り ますが ， まちづ く り交付 金 としては非

常に効 果 が出た と いうこ と で，今 の 修正の と ころを 直 していただ

いて評価ということにしたいと思います。  

続きま し てまち づ くりの 方 策の方 な んです が ，引き 続 き進め た

いと思います。  

今後のまちづくりについてのご説明をお願いいたします。  

 

それで は ，引続 き まして 今 後のま ち づくり に ついて ご 説明い た

します。  

都市再 生 整備計 画 におき ま しては ， 事業の 効 果を持 続 させる た

め，事 業 終了後 に おける ま ちづく り の方策 に ついて も 検討し，そ

れらの実現に向け取り組むことにしております。  

いわゆ る ＰＤＣ Ａ サイク ル におけ る Ａ「改 善 」でも あ り，事 業

終了後 の まちづ く りの基 本 的な考 え 方を検 討 するＰ 「 計画」でも

あります。  

事業に よ りまし て 達成さ れ たこと と ，残さ れ ました 解 決でき な

い課題 ， そして 事 業によ っ て発生 し ました 新 たな課 題 を整理し，

改善策を含む今後のまちづくり方策を策定いたします。  

今後の ま ちづく り 方策に つ きまし て は，本 年 ３月に 策 定され ま

した新た な本市の ｢中心市街 地活性化 基本計画 ｣と合わせ まし て ，

現在見直しを進めております，駅東口地区整備事業の検討の中で，

まちの 課 題を整 理 しまし て ，そし て ，改善 策 を含む ， 今後のまち

づくり方策を検討してまいりました。  

先ず， ま ちの課 題 の変化 と いう項 目 につい て であり ま すが， １

つ目が ， 駅前広 場 や自転 車 駐車場 等 の整備 に より駅 ま での乗り換

え時間 が 短縮し た ことで ， バス・ タ クシー や 乗降場 か らの乗り換

え利便性，自転車・バイク利用者の利便性が向上しております。

２つ目 と して， 安 全で安 心 なまち づ くりの 推 進や水 辺 空間の 整

備，多くの植栽による緑あふれる都市空間の創出が図られました。

その他 ， ユニバ ー サルデ ザ インを 使 いまし た サイン を 用いま し
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て明る く て開放 的 な東西 自 由通路 に 改築す る ことな ど 宇都宮の玄

関口としての魅力が向上しております。  

こちら に つきま し ては， 先 週第１ 回 評価委 員 会の中 で 評価い た

だいた 水 や緑に よ る都市 空 間の創 出 につき ま して， 魅 力向上の一

つとして付け加えさせていただきました。  

続きま し て，３ つ 目とし て ，駅の 乗 降客数 に つきま し ては， 先

ほど申 し 上げま し たよう に ，事業 期 間中に 一 時増加 に 転じました

が，経 済 情勢の 変 動もあ り ，いま だ 乗降客 数 は減少 傾 向にありま

す。  

４つ目 と して， 居 住人口 に つきま し ては， 下 げ止ま り 傾向に あ

ります け れども ， 賑わい 創 出のた め には， こ の地区 の 立地特性を

生かし ま して， 広 域的な 交 流を促 進 する新 た な都市 拠 点の形成に

よる来 街 者の増 加 や，居 住 人口の 増 加を図 っ ていく 必 要がありま

す。  

そして 最 後です け れども 低 炭素型 の 環境に や さしい ま ちづく り

を推進 し ていく た めに， 鉄 道，バ ス や自転 車 などの 多 様な交通手

段によ り ますア ク セス性 の 向上， 自 転車を 含 めた環 境 負荷の小さ

な公共 交 通等の 利 用促進 を 図りま し て，過 度 な自動 車 依存からの

脱却を図る必要があります。  

これら の 残され た 未解決 の 課題， そ して新 た に発生 し た課題 に

対しま し て，改 善 策を含 め まして ， 今後の ま ちづく り 方策を整理

いたしました。  

今後の ま ちづく り 方策と し て，先 ず 大きな 方 向性・ 柱 といた し

まして は ，本市 は 第５次 総 合計画 に おいて ネ ットワ ー ク型コンパ

クトシ テ ィの形 成 を目指 し ており ま す。そ の 中で中 心 市街地は都

市拠点 と して位 置 付けら れ ており ま す。ま た ，第２ 次 宇都宮市都

市計画 マ スター プ ランに お きまし て ，ＪＲ 宇 都宮駅 周 辺地区は，

ネット ワ ーク型 コ ンパク ト シティ の 考え方 に 基づき ま して，都市

拠点の 一 つとし て ，本市 の 玄関口 に ふさわ し い土地 の 高度利用と

景観の 形 成を進 め まして ， 広域的 な 商業・ 業 務・生 活 ・文化など

の交流を促進する拠点形成を図ることが目指されております。  

ネットワーク型コンパクトシティの中枢となる都市拠点の形成

，県都 ・ 宇都宮 の 玄関口 に ふさわ し い広域 的 な交流 を 促進する拠

点の形 成 を図っ て いくと と もに引 き 続き安 心 で安全 な まちづくり

の推進 や 魅力あ ふ れる街 並 み形成 な どの持 続 的な都 市 環境の改善

に 努 め て い く と い う こ と を ま ち づ く り の 大 き な 柱 と し て お り ま

す。  

具体的 な 方策と い たしま し て，１ 番 目で来 街 者の増 加 という こ

とでご ざ います 。 宇都宮 駅 乗降客 数 は依然 と して減 少 傾向にあり

ますこ と から， 広 域交通 の 立地特 性 を生か し まして ， 交流を促進

する新 た な拠点 の 形成や 多 様な機 能 集積に よ りまし て ，来街者の

増加を図っていくと考えています。  

２番目 に 居住人 口 の増加 に つきま し ては， 下 げ止ま り 傾向に あ

ります け れども ， 賑わい の 源であ り ます居 住 人口を 増 加させるた

めに， 居 住実態 を 踏まえ ま して， 市 民ニー ズ にも対 応 した生活空

間の形 成 により ま して， 更 なる都 心 居住の 促 進を図 っ てまいりた

いと考えております。  

３番目 の 自動車 依 存から の 脱却に つ きまし て は，多 様 な交通 手

段によ る アクセ ス 性の向 上 や自転 車 を含め た 公共交 通 などの利用

促進に よ る，環 境 にやさ し いまち づ くりに 取 り組ん で いきたいと
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考えております。  

以上，３つの方策が今後のまちづくりの方策であります。  

なお，第１回評価委員会におきまして，「安全で安心なまちづく

りの推 進 や水と 緑 による 都 市空間 の 創出な ど の事業 が 地区外へも

広がっ て いって ほ しい」 と いう内 容 のご意 見 がござ い ましたけれ

ども， 今 回の事 後 評価に つ きまし て は，宇 都 宮駅周 辺 地区の区域

の中に お ける今 後 のまち づ くりの 方 策を記 載 するも の ですから，

本地区 に おける 継 続的な 取 り組み の 方向性 と いたし ま して，今後

のまちづくりの方策の大きな方向性・柱の一つに，「引き続き安心

で安全 な まちづ く りの推 進 や魅力 あ ふれる 街 並み形 成 などの持続

的な都 市 環境の 改 善に努 め ていく 必 要があ る 」と追 加 し記載させ

ていただいたところであります。  

このようなことから，今後は，まちづくり方策に基づきまして，

そして ， この評 価 委員会 で いただ い たご意 見 も踏ま え まして，先

ほどお 話 ししま し た次期 計 画とい う ことで す けれど も ，駅東口地

区整備 事 業によ る 拠点施 設 の整備 の 具体化 に 合わせ ま して，この

まちづ く り交付 金 の中で の 駅周辺 地 区の次 期 計画を 策 定すること

を検討 し ながら ， 事業の 連 続的な 広 がりを 考 えまし て ，地区の西

側にあ り ます今 年 度より 実 施して い る宇都 宮 都市拠 点 地区へ区域

を入れ た 事業の 継 続実施 を 検討す る など， 都 市拠点 の 形成に取り

組んでまいりたいと考えております。  

こ う い っ た こ と を ま と め て 資 料 を 出 さ せ て い た だ い て お り ま

す。以上で説明を終わります。  

 

 どう も ありが と うござ い ました 。 資料の 中 身が地 区 の概要の資

料２－ ２ に出て お りまし て ，この 内 容をご 審 議いた だ きたいと思

います。今のご説明を含めてご質問等があればお願いします。  

この地 区 の概要 の 資料で も やはり 今 度の新 し い目標 が 書いて あ

ります 。 今後こ こ を拠点 と して整 備 してと い うこと で はないわけ

ですね 。 要する に 元々の 拠 点の目 標 ではな く て今の 目 標です。そ

れとそ の 隣に出 て いるの は 先ほど の 数値で す 。下が ま ちの課題の

変化と今後のまちづくりの改善策です。  

ということでこれを見てご質問いただきたいと思います。  

これも 先 ほどの ま ちの課 題 の変化 と いうこ と で「事 業 中取り 組

んだこ と で微増 に 転じた 」 という 表 現はや め ておい た 方が良いと

思いま す 。先ほ ど 指摘に あ ったの と 同じよ う に改善 し ていただけ

ればと思います。  

 

 修正させていただきます。  

 

野澤委 員 のおっ し ゃって た 安全， 安 心の話 は どこに ど う書い て

ありま す か。引 き 続き安 全 で安心 な まちづ く りの推 進 や街並みの

形成， 持 続的な 都 市環境 の 改善に 努 めてい く という の が指摘を受

けて変えたところですね。  

 

はい。一番下のまちづくりの方策の中段のところです。  

 

大きな 字 で書い て あると こ ろです ね 。また ， ちょっ と 質問で す

けれど も 自転車 の 話です が 西口の 方 に自転 車 の施設 が ありました

よね。 東 口の方 は 自転車 関 係の整 備 は何か さ れるの で すか。自転
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和 田 委 員  

車の駐車場など東口の方は事業として入っているんでしょうか。

 

 今回の事業では地域生活基盤施設で整備しております。  

 

 地域生活基盤施設ですね。それでは三橋先生。  

 

 今後 の まちづ く りの方 策 の最後 の 自動車 依 存から の 脱却のとこ

ろで「 自 転車も 含 めた公 共 交通等 の 利用促 進 」とあ る んですけれ

ども， イ ンフラ で 駅前が 整 備され た のでバ ス 路線が も っと増えて

もいい よ うな気 が します 。 そうな る と利用 促 進とい う だけではな

くてバス路線の充実みたいなことを書ければと思いました。  

 

 「公共交通等の整備」などですか。  

 

 利用 促 進とい う と今あ る 路線の 乗 降客を 増 やすと い う少し消極

的な響きがあるものですから，もう少し積極的にと思いまして。

 

 でも 自 転車も 含 めた公 共 交通と い う言い 方 も変で す ね。自転車

は公共交通ではないですから。「自転車の利用促進と公共交通等の

整備， 充 実」な ど の方が 良 いです ね 。要す る に特定 の 手段のこと

を言わ な くても バ ス路線 の 充実の よ うなこ と も含み う るような表

現にしたら良いと思います。  

 

 少し 気 になっ て いるの が 今後の ま ちづく り の方策 の ところで，

３行目 の 「引き 続 き安全 で 安心な ま ちづく り の推進 や 魅力ある街

並 み 形 成 な ど の 持 続 的 な 都 市 環 境 の 改 善 に 努 め て い く 必 要 が あ

る」と い う箇所 で す。都 市 環境の 改 善とい う のは何 だ ろうという

ことで す 。要す る に県都 の 玄関口 と して素 晴 らしい 景 観のあるま

ちにしてくれるんだろうというのは分かるんですが。  

 

 ここの文章は「魅力ある街並み形成などの」で良いんですかね。

「 魅 力 あ る 街 並 み 形 成 な ど 」 が 都 市 環 境 の 改 善 で す ね 。「 持 続 的

な」はどこにかかっているのですか。「魅力ある街並み形成などの

都市環境の改善を持続的に進めていく」だと良いんですが。「持続

的な」 と いうか 「 持続的 に 進める 」 という こ とでは な いですか。

修飾の 位 置がず れ ている か ら和田 先 生がし っ くりこ な かったので

はない で すか。 だ から「 そ ういう 改 善を持 続 的に進 め ていく」な

どにし な いとだ め ですね 。 それで も 文章の 中 身の関 係 で納得しな

いですか。  

 

 何か こ こが宇 都 宮市の 発 展かつ ネ ットワ ー ク型コ ン パクトシテ

ィの中 心 だとい う のが私 の 頭の中 の イメー ジ にある の に，それに

しては 今 後のま ち づくり の 方策が す ごく小 さ くまと ま ってしまっ

ている感じがしてすごく不満に思います。  

 

 魅力 あ る街並 み 形成と い うのを よ く考え る と具体 に 何かという

とつら い ですが ま あ一般 的 な用語 で すね。 実 際に綺 麗 になってい

る部分もありますから。  

 

 ここ で 人は確 か に動く 感 じはす る んです け れど， こ こに人がい
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る状態 と いうの が あまり 想 定でき な い計画 に なって い るのがすご

く気になっています。  

 

 そう で すね。 人 がたく さ んいて 歩 き回っ て いる感 じ が出た方が

良いですね。  

 

 ここが宇都宮の核でしょうという気がします。  

 

 拠点 整 備につ い ては今 後 検討さ れ るんだ と 思いま す けれども，

何れにしてもこのままの利用形態ではいかないですね。  

 

 それ が まちづ く りの大 目 標の最 初 の部分 な んだと 思 うんですよ

ね。  

 

そうで す ね。ち な みにこ こ は土地 の 高度利 用 はまだ 頑 張るん で

すか。 多 分高度 利 用はあ ま り見込 め ないで す ね。土 地 の高度利用

という の は再開 発 の基本 用 語でよ く 出てき ま す。イ メ ージからす

る と 何 か 高 層 の も の を 建 て る と い う 感 じ で す 。「 玄 関 口 に 相 応 し

い土地 利 用と景 観 形成」 で いいで す ね。別 に そんな 高 い建物を建

てなくてはいけないわけでもないですから。「土地の利用」の方が

良いと 思 います が どうで す か。土 地 の利用 は 程度で は ないですか

ら「玄 関 口に相 応 しい土 地 利用と 景 観形成 を 進める 」 の方が良い

と思います。  

「商業 ・ 業務・ 生 活・文 化 など」 と いうと こ ろはい ろ いろな こ

とを書 い ておか な いとま だ 分から な いから ， いろい ろ 読めるよう

にしておかないといけないですね。  

 

都心 部グ ラン ドデ ザイ ンの JR 駅 周辺 の機 能な どか ら相 応し い

言葉を持ってきてもいいわけですよね。  

 

 最大 の 課題で す から今 も 検討は し ている わ けです ね 。いつ頃ど

うするかは相手がいる話ですから中々分かりませんね。  

 

 もう少しお時間をいただきたいと思います。  

 

 景気が良くならないと駄目ではないですか。  

 

 もう 正 直言っ て あまり 景 気は良 く ならな い と思い ま す。益々状

況は悪くなるかもしれないですね。  

 

 どう な ってし ま うか分 か らない と いうの が 地元の 気 持ちですか

ら。  

 

 前回 の 東口の 拠 点整備 事 業が持 ち 上がっ た のは平 成 ３，４年く

らいで し たか。 結 局その 後 バブル 崩 壊で頓 挫 して， そ れから２０

年くら い 経って 今 回のリ ー マンシ ョ ックと い うわけ で すが。そう

するとまた２０年くらい掛かるのですかね。  

 

 今土地は市が持っているんですか。  
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 中央 街 区全体 を 市で持 っ ており ま す。南 側 の駐輪 場 が整備され

ているあたりも現在市有地になっています。  

 

 市有 地 である 限 り税金 が 全然入 っ てこな い ですね 。 暫定利用に

よる賃 借 料が入 っ てくる だ けです ね 。でも 場 所はこ れ だけ良いで

すから い ろいろ な 方法が あ ります 。 あまり ハ ードを 整 備してしま

うと進 出 する方 も 難しい か もしれ な いです ね 。まあ こ の話は別途

のとこ ろ でじっ く り議論 し ていた だ きたい と 思いま す 。どうもこ

の真ん中の話が出ますが他にどうでしょうか。  

 

 これ か ら先ど ん な風に な ってい く のか分 か りませ ん が今後上手

く進んでくれれば良いなというだけです。  

  

 場所 は とにか く 一番良 い ところ で すから 実 際はど こ で手を打っ

てやる か です。 一 般的に は 大きな ホ テルな ど という の はあまり見

込めま せ んから 。 ただコ ン ベンシ ョ ンとい う のは絶 対 宇都宮に必

要だと 思 います 。 何かし ら 無いと 。 とにか く 場所が 無 いからとい

うこと で うちの 大 学はし ょ っちゅ う いろん な ことで 使 われていま

す。見 て ると足 り ないみ た いです ね 。ただ そ んなに 稼 げる施設で

は無い で すから 難 しいで す ね。駅 東 にそう い う施設 が できると人

の流れができますね。またお客も増えますね。  

 

 委員 長 が今お っ しゃっ た ことに 関 連して 私 どもも 一 部公表して

いる部 分 があり ま す。広 域 的な交 流 拠点の 中 の一番 中 核となり，

立地特 性 から見 て 実現性 が 高い施 設 として は コンベ ン ション施設

がやは り よいの で はない か と考え て います 。 コンベ ン ション施設

につき ま しては 一 定の経 済 波及効 果 も見込 ま れます の で将来的に

公共が 主 体とな っ て整備 す る施設 と しては 非 常に有 力 であると考

えてい ま す。そ れ と併せ て 民間企 業 の施設 と どのよ う に絡めて整

備して い けるか と いうあ た りにつ い て現在 検 討を進 め ているとこ

ろでございます。  

 

 そう で すね。 そ れだけ で すとと て も全部 は 負えま せ ん。そこは

市の精 力 的な検 討 という こ とで。 宇 都宮の 顔 に相応 し いまちづく

りを進 め ると事 後 評価で 言 ってい ま すので ， それに 従 って進めて

いただ け ればと 思 います 。 表現の ほ うは他 に いかが で しょうか。

表現に つ いて後 で 修正と い う形だ と 全体的 な 調整が 必 要ですから

今日こ こ で議論 し ておい た 方が良 い わけで す 。気に な るところが

ありま し たら是 非 言って い ただき た いと思 い ます。 今 日の話でい

くつか 修 正があ る わけで す が，で き れば私 の 方でチ ェ ックすると

いうことで進めたいと思います。 内容的にここを変えてほしいと

いうと こ ろがあ れ ば今お 出 しいた だ ければ と 思いま す が。よろし

いですか。  

それで は ，以上 で いくつ か 出た意 見 を踏ま え て先ほ ど の評価 の

方を含めて書き直しという形になると思います。  

  

それで は 議事の そ の他と い うこと で ござい ま すが何 か ありま す

か。  

 

今後の 事 後評価 の 予定で ご ざいま す が，今 回 の評価 委 員会の 意
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見等を 踏 まえま し て，必 要 な修正 を 加えた う えで国 へ 提出したい

と思い ま す。そ の 後，国 か らの指 導 ・助言 が ありま す ので，公表

は年度末になる予定でございます。  

なお， 本 日の審 議 の中で 説 明があ り ました と おり， 数 値目標 の

検証に つ きまし て ，確定 値 が計測 で きずに 見 込みの 値 を用いてい

る項目 が ござい ま すので ， 確定値 が 得られ た 段階で ， 再度，国へ

の提出や公表を行う予定です。  

また， 本 日の委 員 会の議 事 録につ き まして は ，作成 次 第，委 員

の皆様 に 郵送ま た はメー ル にてお 届 けし， ご 確認い た だきたいと

思いますのでどうぞよろしくお願いいたします。  

最後に都市整備部長より，ご挨拶いたします。  

 

都市整備部長の栗田でございます。  

二週間 に 渡りま し てご審 議 をいた だ きまし た 宇都宮 駅 周辺地 区

の評価 委 員会の 終 了にあ た りまし て ，一言 お 礼のご 挨 拶を申し上

げます。  

山島委 員 長をは じ め各委 員 の皆様 方 には多 大 なるご 協 力を賜 り

まして 誠 にあり が とうご ざ います 。 非常に 限 られた 時 間の中で，

それぞ れ のお立 場 からご 審 議いた だ きまし た けれど も ，今後のま

ちづくりについても専門的なご意見等をいただきました。  

これら の 貴重な ご 意等を 参 考にし ま してこ れ からも ま ちづく り

を進めてまいりたいと考えております。  

 今回 は 事後評 価 という こ とで暫 定 的な中 で の事後 評 価というこ

とになりまして，非常にその評価が難しかったと思っております。

事 務 局 の 方 で も 実 際 大 変 苦 労 し ま し て 本 当 は 本 体 が で き あ が れ

ば，も っ と素晴 ら しい事 後 評価と な ったこ と かと思 い ますが，そ

の中で ま ちづく り 交付金 と いう仕 組 みの中 で 事後評 価 というもの

がござ い ますの で ，委員 の 皆様方 に はいろ い ろご不 満 等もあるか

と思い ま すけれ ど も，こ の 方向で 国 へは提 出 してま い りたいと考

えております。  

また， こ のよう な 動きが あ ること に よりま し て話は 少 し異な り

ますが ， この区 域 の中の 再 開発事 業 があり ， 現在ホ テ ルとマンシ

ョンを作っておりますけれども，ホテルが 12 月 1 日にオープンす

ること に なって い ます。 そ の中で 稼 働率が ９ 割ほど と いうことで

非常に明るい場面もございます。さらにご予約等も既に 4,000 件

からに 及 ぶとい う ことで ， こうい っ た暫定 的 な動き の 中でもやは

りそれ な りにま ち が動い て いると い うこと で ，指標 に は出せませ

んけれども利用客が増えているという面もございます。  

 これ か らもま ち づくり に ついて は 積極的 に 進めて ま いりたいと

考えて お ります 。 簡単で は ござい ま すがお 礼 の言葉 と させていた

だきます。大変ありがとうございました。  

 

 あり が とうご ざ いまし た 。最後 に 栗田部 長 から先 行 き少し明る

い話が あ りまし た 。それ で はこれ を 持ちま し て審議 を 終わりたい

と思います。どうもありがとうございました。  

 

ありがとうございました。  

 

（終了）  
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